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，，，‘‘、 11月中旬号 大村市政だより (55~号〉 昭和43年11月10日

市政だよりは、市民のみなさ

んにご協力していただくこと

や、市の行事、お知らせなど

を掲載しております。家族み

んなて“お読みください。
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11月という月は、どなたにもなん となく忙し

い月です。

年の瀬が間近にせまっているせいも あり 、つ

ぎからつぎへと仕事に追われる主婦業の方はな

おさらのことでしょう。

あれもこれも年内にすませようと気はあせる

けれど、なかなか思うように片づかないという

のがこの月で、す。

11月半をすぎたら、ひとつ、思いきってひと

休みしてみたらいかがでしょう。男性は土曜、

日曜とけっこう気晴ら しができますが、 主婦の

方はそうはいかないようです。

そこで、お天気のよい日をえらんでピクニツ

クをしたり、あるいはお友達を訪ねておしゃべ

りするのも よいでしょう。また近く の観光地に

出かけ1日のんびりしてみたらいかがでしょう

とにかく 、充電か油さしのつもりで、 「主婦

の休日」を1日か2日と り、心身ともに英気を

やしないたいものです。
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臼
月
は
選
挙
人
名
簿
の
登
録
月

A
企
資
格
者
は
十
二
月
二
日
ま
で
に
申
出
を

V

V

十
二
月
は
選
挙
人
名
簿
の
る
人
は
、
十
二
月
七
日
に
予
以
上
の
人
は
、
か
な
ら
ず

登

録

月

で

す

。

定

さ

れ

て

い

る

大

村

市

長

選

手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
出
挙
に
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
(
前
住
所
地
選
管
が
発

は
、
い
つ
で
も
市
民
課
ま
た
①
新
た
に
満
二
十
才
に
な
っ
行
す
る
移
動
に
関
す
る
文

室
田
を
添
付
す
る
こ
と
。
)

は
各
出
張
所
で
受
付
け
て
お
た
人

③
登
録
も
れ
の
人

り
ま
す
が
、
十
二
月
二
日
ま
昭
和
二
十
三
年
十
二
月

永
年
大
村
市
に
住
ん
で

で
に
登
録
申
出
の
手
続
き
を
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

い
る
満
二
十
才
以
上
の
人

す
ま
さ
れ
た
つ
ぎ
に
該
当
す
は
、
そ
れ
ぞ
れ
満
二
十
才

で
、
今
ま
で
の
選
挙
で
投

る
人
が
、
登
録
さ
れ
ま
す
の
に
な
っ
た
と
き
に
手
続
き

票
所
入
場
券
が
こ
な
か
っ

で

、

ま

だ

登

録

申

出

を

し

て

を

し

て

く

だ

さ

い

。

た

人

は

、

登

録

も

れ

と

思

お
ら
な
い
人
は
、
十
二
月
二
②
新
た
に
大
村
市
に
転
入
し
わ
れ
ま
す
の
で
、
選
挙
管

日

ま

で

に

手

続

き

を

す

ま

せ

た

人

理

委

員

会

で

登

録
の
有
無

て

く

だ

さ

い

。

こ

と

し

の

九

月

一

日

ま

を

一

応

た

し

か

め

て

く

だ

な
お
今
回
追
加
登
録
さ
れ
で
に
転
入
し
た
満
二
十
才
さ
い
。

教
育
功
労
者
を
表
彰

大
村
市
教
育
功
労
者
の
表

彰
式
が
、
十
一
月
一
日
市
役

所
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
、

市
の
教
育
進
展
の
た
め
に
貢

献
さ
れ
た
方
な
ど
、
つ
ぎ
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

表

彰

小
川
己
之
吉
、
田
中
末
雄

朝
長

準
、
湯
川
伊

一、

成
瀬
勝
、
杉
田
ユ
ィ
、

御
厨
尚
孝
、
滝
野
マ

ν、

大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議

会
女
子
部
、
福
重
地
区
遺

族
会
、
一
瀬
猪
三
男
、
北

村
勝
美
、
富
永
弘
毅
、
中

嶋
源
治
、
中
村
盛
助
、
永

島
始
、
福
田
豊
、
本
川
治

平感
謝

状

竹
松
部
隊
第
十
七
営
内
班

く長崎国体まであと 1年〉

祭議議絡ま守

5思議

長崎国体開催l年前記念式共が、 10月26
日市役所においておこなわれ、つぎの要 ι

旨の決意を表明しました。

=長崎国体開催 l年前の記念すべき日=
=を迎え、本格的な準備に取組まなけ=

=ればならないときになりました。こ=

=こに、われわれは国体成功のため努=

=力することを決意します。=

く

く

く

に
ぎ
わ
っ
た
大
村
ま
つ
り

樽
み
こ
し
で
幕
を
あ
け
た

大
村
ま
つ
り
は
、
十
一
月
二

日
、
三
日
の
両
日
に
わ
た

η幽箇値踏鱗自画面画

ノ
J 一切

く

個人事業税〈芳2期う
納期限は11月30日です。お忘

れなく期限内に納めましょう

納税は近くの十八、親和銀行

各支屈または郵便局の窓口で

どうぞ。

〉

〉

〉

〉

カ

カ

食

会

食

市
内
各
地
区
婦
人
会
の
大
村
鈴
田
浮
立
な
ど
の
出
し
も
の

民
踊
道
行
き
、
自
衛
隊
の
仮
が
、
っ
、
ぎ
つ
ぎ
に
ま
ち
に
く

装
カ
ー
ニ
バ
ル
、
さ
ら
に
十
り
だ
し
、
全
市
を
秋
ま
つ
り

六
年
ぶ
り
に
お
目
見
え
し
た
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
し
ま
し
た

ま
た
県
下
民
謡
民
芸
大
会

が
三
日
市
民
会
館
で
お
こ
な

わ
れ
、
各
地
区
伝
統
の
ロ
ー

カ
ル
色
豊
か
な
民
謡
、
民
芸

が
披
露
さ
れ
て
、
大
村
ま
つ

り
に
花
を
そ
え
ま
し
た
。

~弔意相

J 
4 

写
真
上
か
ら

八
た
る
み
こ
し
〉

八
県
下
民
謡
民
芸
大
会
〉

八
婦
人
会
の
道
行
き
踊
〉

‘ー、

i ， 
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hyt

文
芸
大
会
の
開
催

第
三
回
、
長
崎
県
、
大
村

市
文
芸
大
会
を
、
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
期
日
十
一
月
二
十
四
日

(
日
曜
日
)

マ

会

場

市

民

会
館
二
、
三

階
会
議
室

大
村
市
農
業

協
同
組
合

三
階
会
議
室

マ
閉
会
時
刻

短
歌

一
三
時
市
民
会
館

川
柳

一
三
時

市
民
会
館

俳
句
一

O
時

農

協

マ
会
費

各
部

と
も
一
名
二
O
O円

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

に
参
加
し
ま
し
ょ
う

マ
主
催
大
村
山
岳
会

マ
日
時
日
月
げ
日
(
日
曜
)

午
前
八
時
三
十
分
ま
で
に

集
合

マ
集
合
場
所
県
営
パ
ス
大

村
営
業
所
棋

(
旧
中
央
公

民
舘
前
)

マ
コ

l
ス
パ
ス
に
て
千
綿

竜
腹
停
留
所
下
車
日
徒
歩

に
て
竜
頭
泉
H

四
ツ
池
U

し
し
見
岳
H

野
岳
湖
l
野

岳
湖
よ
り
パ
ス
に

て
大
村

り大村市政だよ(3) 

弘』

e 

(J‘ 

営
業
所
者
(
午
後
四
時
)

国

産

債

券

担

保

で

当
日
は
自
由
参
加
で
寸
か

引

揚

者

の

方

に

事

業

資

金

ら
ど
な
た
も
お
気
軽
に
と
う

を
貸
つ
け
ま
す

別
表
価
格
と
す
る
。

水
道
料
金
の
集
金
人
が

か
わ
り
ま
し
た

十
一
月
八
日
か
ら
、
西
大

村
、
竹
松
、
松
原
の

一
部
の

地
区
の
水
道
料
金
の
集
金
を

つ
、
ぎ
の
人
に
委
託
し
ま
し
た

集
金
人
は
、
身
分
証
明
書

を
持
参
し
て
お
り
ま
す
の
で

確
認
の
う
え
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

マ
集
金
人

大
村
市
並
松
郷
六
二
六
の

七

辻

は
や
の

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫

債
券
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方

を
対
象
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り

事
業
資
金
の
借
入
申
請
を
受

付
け
ま
す
の
で
十
一
月
末
日

ま
で
に
社
会
課

へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

マ

条

件

引

揚
者
特
別
交
付

金
国
庫
債
券
の
記
名
者
で

あ
っ

て
事
業
資
金
を
必
要

と
す
る
者

マ
貸
付
限
度

額

一

記
名
者

に
つ
い

て
十
五
万
円
以
内

マ
貸
付
額

賦
札
九
枚
分
の

な
お
金
額
の
都
合
で
一
部

を
残
す
よ
う
な
部
分
貸
付
は

し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
来

年
八
月
十
五
日
渡
し
以
降
の

九
枚
全
部
を
対
象
に
し
ま
す

券面金額 1 貸付額

14，000:: 9.450円F
20.000 13，500 
21，000 14，175 
28，000 18，900 
30，000 20，250 
35.000 23，625 
40，000 I 27，000 
42，000 ' 28 ， 3~0 

50，000 I 33，750 
60， 000 I 40， 500 
70.000 47，250 
77，000 I 51.975 
100，000 I 67.500 
110，000 I 74.250 
112，000 75.600 
119，000 80.325 
1川 00|108000
170.000 I 114.750 

柔
道
の
昇
段
審
査

マ
E
時

十

一
月
十
六
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

マ
会
場

郡
中
学
校
体
育
舘

マ

対

象

初

段
l
三
段

接 手重 日
接種場所

三浦幼稚園
鈴田出張所
市 役所

福重出張所

東大村小学校

市民会 館

諏訪公民館
萱瀬出張所
黒木小学 校

市 立病院

松原公民 館

学
科
、

術
科
、
段

マ
内
容
の
形

マ
申
込
み

当
日
会
場
に
お

い
て
受
付
け
ま
す
。

fz 

1守

大

ゲインフルエンザの

流行季節です M

もれなく予防接種を
b該当者 生後6ヶ月以上で接種を希望

する人

t>接種要領 1週間おき2回接種

じ>料金 1人1回につき

6ヶ月以上1才未満=30円 1才以上
6才未満=50円 6才以上15才未満=

70円 15才以上=100円
(年令はいづれも11月1日現在〉

じ〉幼児は、接種当日母子手帳持参のこと

t>注意 鶏卵に対する特異体質のある者

熱のある者、心臓、じん臓、糖尿病、

脚気、胸線リシパ体質の疑がある者、

その他医師が接種しない方がよいと認

めた者は、予防接種をうけないでくだ

さし、。

b実施日程 つぎのとおり。接種時間は

いづれも午後2時から午後3時まで

1た

会

全
国
高
校
、
全
国
社
会
人

ラ
グ
ビ
ー
の
県
予
選

第
必
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
お
よ
び
第
乱
回

社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
の
県
予
選
が
、
国
体
ラ
グ
ビ

ー
場
と
し
て
新
設
さ
れ
た
森
園
郷

(工
業
高
校

横
)
の
県
営
ラ
グ
ビ
ー
場
で
そ
れ
ぞ
れ
つ
、
ぎ
の

と
お
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い

マ
高
校
の

部

日

月

9
、
日
、
目
、

口
、

μ

の
各
日

マ
一
般
の
部

11 
月

灯
、
ぉ
、

μ
の
各
日
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四
十

一
名
が
出
場
し
ま
す
。

班

(
佐
世
保
市
内
高
校
約
二

鼓
隊
は
諌
早
市
上
山
小
学
千
名
)
、

鼓
符
班

(長
崎
市

校
i
、
六
年
男
女
四
十
九
名
内
小
学
校
六
年
男
女
約
二
千

以
上
の
編
成
で
出
場
し
ま
す
五
百
名
)
、
婦
人
班

(
長
崎

マ
ス
ゲ
ー
ム
は
、
ロ

l
カ

開
会
式
を
計
画
す
る

は
三

l
四
校
、
秋
季
大
会
は
レ
色
あ
ふ
れ
こ
も
の
こ
す
ゐ

、
諌
早
、
島
原
、
佐
世
保
、

/

〆

f

t

四
市
の
婦
人
約
千
八
百
i
十

l
式
典
専
門
委
員
会
l

二
十
三
校
が
指
定
さ
れ
て
お
た
め
、
長
崎
の
輝
か
し
い
歴

国
体
の
華
、
開
会
式
の
主
り
ま
す
が
、
大
村
市
か
ら
は
史
と
伝
統
、
恵
ま
れ
た
自
然

名

)
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

役
を
つ
と
め
る
プ
ラ
ス
パ
シ
県
立
工
一
来
高
校
が
参
加
の
予
美
を
表
現
し
よ
う
と
努
力
し

写
真
〈
盟
問
唯
一
泊
…

y
v

ド
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、
さ

定
で

す

て

お

り
ま
す
が
、
総
数

一
万

ら
に
郷
土
色
あ
ふ
れ
る
マ
ス
合
唱
隊
は
、

夏
李
大
会
が
四
千
人
が
動
員
さ
れ
る
予
定

ゲ

l
ム
。
長
崎
国
体
開
会
式
佐
世
保
市
内
高
校
生
約
三
百
で
す
。

の
こ
う
し
た
式
典

一
切
の

計

名
、
秋
季
大
会
が
長
崎
、
諌

編

成

は

、
幼
稚
園
班

(大

画
が
、
長
崎
国
体
専
門
委
員
早
、
大
村
の
高
校
、
大
学
、
村
市
内
の
全
幼
稚
園
児
と
母

会
で
た
て
ら
れ
、

音
楽
マ
ス

一
般
か
ら
約
千
名
出
場
し
ま

親
約
二
干
名
)
、
小
学
校
班

グ

l
ム
研
究
委
員
会
で
具

体

す

。

(

諌
早
市
内
の
全
小
川
乍
校
五

的
に
研
究
が
お
し
す
す
め
ら
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
隊
は
、
六
年
男
女
約
二
千
名
)
、
中

れ

て

い

ま

す

。

秋

、

夏

季
大
会

と
も
、

県
警

学
校
班

(長
崎
市
内
中
学
校

計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
プ
十
二
名
、
大
村
陸
上
自
衛
隊
二
年
男
女
約
二
千
名
)
、
一
日
同

ラ
ス
バ
ン
ド
は
県
内
中
高
校

十
四
名
、
佐
世
保
海
上
自
衛
等
学
校
男
子
班

(長
崎
市
内

生
で
編
成
さ
れ
、
夏
季
大
会
隊
十
二
名
、
指
揮
各
一
名
の
高
校
二
年
約
二
千
名
)
女
子

転
入
，
区
間
司
叫
日
開
阪
国

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
届
出
を

い
ま
ま
で
の
住
民
登
録
法

が
住
民
基
本
台
帳
法
に
き
り

か
え
伝
れ
て
、
一
年
に
な
り

ま
し
た
。

届
出
に
は
、

類
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の

届
け
出
に
よ
っ
て
、
①
住
民

の
居
住
関
係
の
証
明
②
選
挙

人
名
簿
の
登
録
、
削
除
@
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の

つ
ぎ
の
四
種

⑪ 

資
格
の
得
そ
う
認
定
④
米
穀

類
の
配
給
⑤
住
民
税
、

学
令

等
の
関
係
な
ど
、
住
民
に
関

す
る
事
務
処
理

の
基
礎
に
な

り
ま
す
。

マ
届
出
の
種
類

①

転

入

届

あ

ら
た

に
大

村
市
に
性
所
を
定
め
た

と
き
に
そ
の
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
届
け
出
な

け
れ
ば
化
り
ま
せ
ん
。

⑨
転
居
届
市
内
で
住
所

を
変
更
し
た
と
き
に
十

四
日
以
内
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑦
転
出
届

市
外
に
転
出

す
る
と
き
あ
ら
か
じ
め

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

④
世
帯
変
更
届
世
帯
内

ま
た
は
世
帯
主
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
に
変
更

の
日
か
ら
十
四
日
以
内

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

以
上
四
種
類
の
届
出
は
、

い
ず
れ
も
町
務
連
絡
員

(町

× 

× 

× 

× 

圃
新
ら
し
い
歯

ブ
ラ
シ
は
使

、
つ
斗
別
に
、
い

ち
ど
熱
湯
に

つ
け
て
お
き

ま
す
。

そ
し

て
さ
め
る
ま

で
そ
っ
と
し
て
お
き
、
よ

く
か
わ
い
て
か
ら
使
い
ま

す
と
、
消
毒
に
も
な
り
も

ち
も
よ
く
な
り
ま
す
。

-
魚
の
く
さ
み
が
手
に
つ
い

て
い
や
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
少
々
の
酢
を
用
意
し

て
、
水
に
い
れ
て
洗
う
と

ほ
と
ん
ど
と
れ
ま
す

-
ペ
ン
キ
の
し
み
が
衣
類
に

、
1
/
 

総
代
)
の
証
明
書
を
そ
え
て

行
政
区
域
内
の
出
張
所
ま
允

は
市
民
課
に
届
け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
届
出
は
、
正

当
な
理
由
が
な
く
お
こ
た
り

ま
す
と
、

住
民
基
本
台
帳
法

の
規
定
に

よ
っ
て
過
料
に
処

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

か
な
ら

ず
期
間
内
に
届
出
を
さ
れ
る

よ
う
お
ね
が

い
し
ま
す
。

× 

× 

× 

× 

× 

× 

つ
い
た
ら
、
中
性
洗
剤
、
宮

ぬ
る
ま
湯
に
と
い
て
、
ス

ポ
シ
ジ
で
よ
く
洗
い
お
と

す
よ
う
に
す
れ
ば
と
れ
ま

す
。
ひ
ど
く
よ
ご
れ
た
ら

白
灯
油
を
布
に
し
ま
せ
て

こ
す
り
、
そ
の
あ
と
ぬ
る

ま
油
で
洗
え
ば
き
れ
い
に

な
り
ま
す
。

圃
鏡
の
く
も
り
が
か
ら
ぶ
き

し
で
も
、
水
で
ぬ
ら
し
て

も
き
れ
い
に
な
ら
な
い
と

き
は
、
脱
脂
綿
か
ガ
ー
ゼ

に
お
茶
か
み
か
ん
の
汁
を

ふ
く
ま
せ
て
ふ
く
と
き
れ

い
に
と
れ
ま
す
。

× 

× 

× 

¥ 


